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9. Ziman理論による
水銀合金系の電気抵抗と熱電能
豊田理研 武 内 隆
名大･= 野 口 精一郎
1) 2)
冒g合金系の伝導現象を扱 う壊合 Mo吊 理論 と Ziman理論 の 2つの立
場が考え られるが･ここでは後者の鞄諭に基すいて 15軽の Hg合金系 (Hg
と Tlj Na,氏 Fib Cs Z!ユ,Cd･,Ga,=n,Tl,S.n Pb Biの2元系)I I I I I I
の電気抵抗 と熱電能を計算 してみた o ziman理論に基ずいて計算をおこなう
場合現段階ではなお稜々の仮定を必要 とするが,その うち特に間組 となりそ う
なものをあげ れば次のように怒る｡ ､




異瞳原子間の structure factorについてはその maximum,mini皿um 等
が同夜原子間のものの中央に くるように定めた ｡ pseudo-potenti8.1には
5)
Hgをのぞいて Animalu-Heine の計算値 (A.H｡poもerltialと賂す)
を用いたG flgに A･日･potentialを用いると電気抵抗は実験値の 1/<位.ヽノ
(～50p幻･cm)にしかを.bないので,抵抗の実験値を再現するように任意に
選んだ Potential (trial potential)を 冒gの pot･entia･1として採
用した. 軸 では他の金属と異 り,その熱電能 は特に異常な値を7-もち,pse-
udo-poもentialの energy依存を考慮 しない殴 り,Ziman理論では説明
で き覆い｡ ここでは pseudo-pote'ntial form factorの en'ergy依存
を便宜的に K(scatteringvector)の 1次式で表わ し,1つの係数を熱
電能の実験値か ら定め,他の 係数は paTameterとして扱 った ｡ 合金 中での
form fa.C七orは dielecもric screening eの変化のみを考慮 して修正
した O 即 ち ua･lloy- (EPure/ealloy)upureo また figの form
factorは合金 されたことによる Fermi energyの変化 △EFに対応 して
alloy- uBgure+ (∂u/∂FEF)△Evrのように修正されたc iTFの計算 にu白g
揺- 電主値を- at｡nicvolu正論 Kleppa尋 )6,倍を使- ㌔ :5T例
として Fig.1,2に稀薄合金での電気抵抗 ･熱電能の計算結果を実験 と比
較 して示 したoHgに alkalimeもa-1を添加す ると扱抗は増加するが,他の
metalの場合には減少する等 Hg合金系にみ られる特徴が多 くの系で定性 的
には再現されていると云えるC
ただし Hg1 -a,冒.g-Tl系にみられる働 竃能の 減少は再現されなか った O
また,図示 していをいが,多 くの Pg合金系で ,flg.側 では fjA,蛋.>r: trial
pc,tenも土alを用いた結果が ,口承 Eg僻では A.冒.potenもialを用いた結
果が実験樟異により近い扱坑の組成依存を示 したo‡三gの pseudo-potenい
ialに d-1evelの叡智やその組成に対する変化等が正 しくとり入れ られ ,
また,より適切な struc;乞ure factorが計算に用い られ るなら, Zinan理


























?? ? ?? ? ? ? ? ? ?
??? ? ? ? ? ? ?
? ‥ ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ?? ? ?
?? ? ? ?
Ziman理論による水銀合金系の電気抵抗と熱電能
文一 献
1) N.F湖｡七も :Phil.Mag.1互＼(1966)989. Advances ivn
PhysL.iA (1967)49.
2) J･M.Ziman :Phil,Mag.A (1961)1015. C.C.ヨradley,
T.凱 Faber'E.G･Wilson and J.一札 Ziman ;Pb土1.Mag.i
(1962)865i T.E.貫aber and J誹 .･Zim阜n : Phil.Mag.
⊥1日965)155.
5) A.O.E.AnimaluandV.fieine :Phil.Mag.1旦 (1965) 1249.







北大 ･理 伊 丹 俊 夫
下 地 光 雄
カ1)ウムに多価金属をとかした液 体稀薄合金については,これまであま り報
告がない O 今回,水 銀 ,メ ,)-ゥム,鉛をそれぞれ溶質 とした液 体カ リウム稀薄
合金の電気敦抗を滴定したので,.その測定結果ならびに,Ashcrofもー Langreth
理論による計算と実験値との比較検討 した結果について報告する､o
電気抵抗の測定は直流 4端子法により測定 し,セ/レはハ リオガラス製 ,電瞳
にはタングステン線を用いた｡ 測定は真空中で行ない ,漸定温度範匪 10〔℃
～ 260℃まで,合金濃度範囲 は Hg:10at感 まで,Tl:5･51at礎まで,
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